
福島２ ロボットを活用した設備監視の自動化 求める技術：⑦

福島市

1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

水道施設の保守点検を含む運転管理業務は、民間企業へ業務委託していますが、慢性的な人手不足や技術力の
低下が課題となっています。
進行する施設の老朽化や自然災害による水道施設への被害など、頻繁に発生するトラブルに対し、対応が追い

付かなくなる状況も懸念されます。

近年、全国各地で線状降水帯など発生し、大雨による水質変化（濁度、色度の急激な上昇）や落雷による停電、
機器の故障など、不測かつ突発的に起きている状況にあり、それが集中的に発生すると現状の人員体制では対応
が追い付かず、後手にならざるを得ない状況にあります。

➢ 人による巡視点検業務をロボットに置き換え、異常が発生した際には、現場に人が駆けつけることなく常駐す
るロボットが原因を調査又は応急措置を行う技術

➢ 自律移動が可能なロボットであらかじめ設定されたとおりに自動点検を行い、画像データや各種センサーから
の情報を解析し、異常を検知して通知する技術

➢ 日常点検の省力化、効率化
➢ 点検品質の向上、均一化（定量的な劣化状況把握）
➢ 事故の未然防止、作業員の安全性向上
➢ 感染症拡大など、有事時における保安作業の維持
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